
今大会には、出場資格を有す
る男子136名、女子101名が
参加、予選は男女それぞれA、
Bの2組に分かれ予選9Gを投
球、各組の上位6名が準決勝に
進出、準決勝6Gの15Gトータ
ル上位4名を決勝エリミネー
ターに選出した。

男子
予選を2131で全体1位通過
の宮澤拓哉選手（群馬）が、準
決勝前半を715、後半は1G目
の300を含む814とさらに
ペースを上げて、トータル
3660の独走で決勝進出を決
めた。2位には両手投げの東海
純選手（学連）が3478で続き、
今年の選考会でナショナル
チーム入りを果たすなど、最近
急成長の木村晃選手（神奈川）
が3355で3位、そして同じナ
ショナルチームメンバーの齋藤
翔選手（学連）が3321の4位
で進出した。
決勝エリミネーターの3、4
位決定戦は、4名が1Gを投球
し、上位2名が選手権者決定戦
に進出する。宮澤選手は5フレ
からのフォースで抜け出し、
ノーミスの229で1位通過を果
たした。2フレからのフォース
で前半をリードしていた木村選
手が、後半やや苦しんだものの
216でもう一枠を確保した。
選手権者決定戦は、ダブルス

タートの宮澤選手に対し、木村
選手は1フレ、薄目で②ピンを

残すと、カバーミスでオープン
のスタート。宮澤選手が5フレ
から2つ目のダブルを持ってく
ると、木村選手は6フレ②⑧⑩
のスプリット、さらに8フレも
②④⑧⑩のスプリット。「力を
抜こうと思いながら、力んでし
まった」と142に終わった。
一方の宮澤選手は、このゲー

ムもノーミス、3つのダブルで
224。ナショナルチームの先
輩としての貫録を示す快勝で、
初優勝を飾った。
◎宮澤選手のコメント
これまでNHK杯は準決勝に
進むのがやっとという感じだっ
たけど、今回は予選の段階で
レーンコンディションが自分に
合っていて、チャンスがあると
思った。決勝エリミネーターは、
トップで進んで、しかも（24歳

が1294と伸ばして、トータル
3061で1位通過。5年ぶり2
度目の優勝を狙う石本選手が
26ピン差の2位、前半724を
打って、一度はトップに立った
谷原美来選手（三重）が3013
で3位、そしてナショナルチー
ムのキャプテンを務める佐藤
悠里選手（神奈川）が2922の
4位で決勝進出を決め、大河内
選手は11ピン及ばず次点にと
どまった。
4名によるエリミネーター

は、なかなかストライクが出な
い我慢の展開となった。そのな
かでも3フレからダブル、8フ
レから2つめのダブルで214を
打った石本選手がまずは勝ち
抜けた。そしてストライクは9
フレの1個だけだったが、ノー
ミスで186とまとめた佐藤選
手が選手権者決定戦への切符
を手にした。
選手権者決定戦は、思いがけ

ない展開となった。ダブルス
タートの石本選手に対し、1フ
レ④⑦をカバーミスでオープン
スタートの佐藤選手が、2フレ
はビッグファイブで連続オープ
ン。その後も「やることなすこ
と、全部裏目に出ちゃった」と、
7フレからは3連続スプリット
などで、120の不本意なスコ
アに終わった。石本選手も「間

▲同じ24歳、同級生の石本選手（左）と宮澤選手が選手権者に

コロナ禍で1年ぶりの開催となった『NＨＫ杯第54回全日本選抜ボウリング選手権大
会』は、密を避けるために大幅に競技方法を変更するなど、厳重な感染対策の上で実施
された。難しいレーンコンディションに多くの選手が苦戦するなか、男子は宮澤拓哉選
手（群馬）が悲願の初優勝を飾れば、女子は石本美来選手（広島）が5年ぶり2度目の制覇
と、ともにナショナルチームでも中心的な働きが期待されるふたりが、真価を発揮して
頂点に立った。（主催：(公財)全日本ボウリング協会）

の）自分がいちばん年上だった
ので、負けられないと思った。
攻め方はいくつか手段があって
迷ったけど、安全策をとって先
の動きがおとなしいウレタン
ボールを選択したが、うまく合
わせられた。

に男子のゲームがあって、想像
以上にキャリーダウンが激し
かった」と振り返ったとおり、
苦心の投球だったが、189と
まとめて2度目の選手権者に輝
いた。
◎石本選手のコメント
最後のゲームはレーンがす

ごく難しくなっていた。これま
で1Gマッチでは、スプリット
やワッシャーなどが命取りにな
るのを身にしみて感じていた
ので、とりあえず8本、9本を
倒して次につなげることが大
事だと思った。ＮＨＫ杯は6大
会連続で決勝には残っていて、
応援してくださる方たちにい
つも残念だったねと言われて
いたので、やっと優勝報告が
できる感じ。会社にもいいとこ
ろを見せたかったので、その
面でもよかった。
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男子・宮澤拓哉、女子・石本美来 選手

難コンディションでも実力発揮

▲社会人2年目の石本選手「コロナ禍
　で試合がない期間もポジティブに
　とらえて、　　 フォームの改造とかにチ
　ャレンジしてきた」
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▲決勝のレーンを最後まで攻略す
　ることができず4位の齋藤選手

▲前回2位のリベンジを狙ったサウス
　ポーの谷原選手だが、ストライクが
　つながらず4位にとどまった
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女子
予選は大河内未来選手（福
島）が1797の全体1位で通過
したが、準決勝進出の12名が
約80ピン差にひしめく混戦と
なっていた。準決勝では予選 A
組1位の新畑加奈選手（三重）
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